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  算数科  第３学年          広島市立〇〇小学校  指導者 〇〇 〇〇 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日   時  令和７年１０月〇日（〇） 

 

２ 学年・学級  第３学年〇組 

 

３ 単元の目標 

  簡単な場合について、除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方や分数と除法の関係につい 

 て理解し、計算ができるようにするとともに、数学的表現を適切に活用して計算方法や問題場面に 

おける分数の意味について考える力を養い、既習の計算方法や分数を除法としてみた過程を振り返

り、今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①簡単な場合について、除数

が１位数で商が２位数の除

法の計算の仕方を知ってい

る。 

①簡単な場合について、除数

が１位数で商が２位数の除

法の計算の仕方を考えてい

る。 

①自分が考えた除法の計算の

仕方について、具体物や図

と式とを関連付けて考えよ

うとしている。 

 

５ 単元について 

⑴ 単元観 

本単元前半で扱うのは、６０÷３などの何十÷１位数（十の位で割り切れる）や、６９÷３な

どの何十何÷１位数（各位が割り切れる）の計算である。例えば、６０÷３の計算では、１０を

基に考えることで、６９÷３の計算では、は位ごとに分けて考えることで、ともに乗法九九１回

適用の除法に帰着することができる。１０がいくつ分あるかという単位の考えに着目して、「１

０をもとにすると６÷３＝２で、１０が２こだから、答えは２０になる」と考えたり、６９÷３

の計算を「６９を６０と９に分けて、６０÷３と９÷３のように、位ごとに分けて計算すれば答

えが求められる」と考えたりすることによって、既習の計算に帰着して考えることができる。２

０×３の計算の仕方を「１０をもとにすると２×３＝６で、６０」と考えたことや、２３×３の

計算を、「２３を２０と３に分けて、２０×３＝６０、３×３＝９、あわせて６９」と考えたこ

とを想起し、簡単な場合の２位数÷１位数と２位数×１位数の計算の仕方の背景にある考え方が

同じであると捉え、その計算の仕方を統合的に捉えていく。 

本単元後半では、既習の分数の意味に着目し、等分されたテープ図を基にしながら、８０÷４

などの何十÷１位数（十の位で割り切れる）や、８４÷４などの何十何÷１位数（各位が割り切

れる）の計算を行うことで、本単元の学習の理解を深める。 

⑵ 児童観  

① 「かけ算九九」が定着していない児童が学年で１１１人中１５人いる（１３％）。「あまり

のあるわり算」においては、かけ算九九を想起するだけでなく、ひき算をしてあまりを求める

という手続きが増えるため、あまりを求めるまでの過程での計算ミスをする児童が数名いる。

単元名 「わり算や分数を考えよう」 

数学的な見方・考え方を働かせる算数科の授業づくり 

～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指して～ 

 

研究主題 
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また、例えば「１７÷３＝６あまり１」のように、自分に都合よく解釈している児童もいる。

そのため、個別に指導をしているところである。 

② 夏休み前に行ったアンケートでは「自ら進んで学ぼうとしていますか」という質問項目に、

９０．８％の児童が、「自分の考えを友達に説明していますか」という項目では、８７．１％

の児童が肯定的な回答をしている。一方、友達の意見に対して「あの子はなぜあの答えになっ

たのだろう」「自分の考え方と、どこまでは同じで、どこからが違うのだろう」などと友達に

寄り添った考え方ができる児童はまだ多くはない。そこで、視点を与えて、交流する場を繰り

返し設定し、「ここまではあの子と同じ考えだ」「あの子とあの子の考えは似ている」「答え

は同じだけれど、考え方に違いがある」などの発言を価値付けたりしているところである。 

  

⑶ 指導観 

① ５・６月の２カ月間を「かけ算九九復習月間」とし、家族や異学年（４・５・６年生）に九九

を聞いてもらい、教員が最終チェックをする取り組みを行った。夏休みまでに、学年で１０９人

の児童が九九を合格したが、再び忘れてしまっている児童も多い。そのため、宿題や朝の補充学

習でかけ算九九やわり算、あまりのあるわり算の復習問題を繰り返し解く時間を設定していく。 

② 授業では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実ための指導の工夫を行う。 

「個別最適な

学び」 

・児童一人一人が、主体的にめあてに向かって学習に取り組めるよう、自分のめあて

は自分でたてる場を設定する。 

・児童一人一人が自分に合った方法で学習を進めることができるよう学習方法を選択

する場を設定する。（ノートに図や式、言葉を書く・オクリンクプラスのカードを

活用する・オクリンクプラスに送られた友達のノートを参考にする・友達と話し合

う・実物を操作する） 

「協働的な 

学び」 

・友達に聞いたり教えたり、確認したりすることで自信をもち、理解を深められるよ

うに、ペアトーク・フリートーク（小さなアウトプット）の場を何度も取り入れ

る。 

・特に考えさせたい場面では意図的に教師が誤答を示すことで、児童に説明させる場

を設定する。 

 

６ 指導と評価の計画（全４時間）  

小単元 ねらい 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  

大
き
い
数
の
わ
り
算 

１ 
〇６０÷３の計算の仕方を考えること

ができる。 
・知① 
（適用問題・振り返り） 

  

２ 

本時 

〇６９÷３などの計算の仕方を考える

ことができる。 
 〇思① 

(行動観察・適用問題) 
○主① 
(行動観察・適用問題) 

分
数
と
わ
り
算 

３ 

〇分数で表された数について、８０÷

４の計算を用いて求めることができ

る。 

・知① 
（適用問題・振り返り）   

４ 

〇分数で表された数について、８４÷

４、８８÷４などの計算を用いて、

テープの長さが違う理由を考えるこ

とができる。 

 〇思① 
(行動観察・適用問題) 

○主① 
(行動観察・適用問題) 

 ５ 

○学習内容の定着を確認するととも

に、数学的な見方・考え方を振り返

り、価値づける。 

○知① 
（単元テスト） 

○思① 
（単元テスト） 

 

・は指導に生かす評価、〇は記録に残す評価 
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第２時（２／４時間） 

 

(1) 本時の目標 

  〇 ６９÷３などの計算の仕方を考えることができる。 

 

(2) 本時の評価 

到達度 具体の評価規準 判断の目安 

十分に満足できる ６９÷３などの計算の仕方を、

既習の除法計算の仕方や数の構

成を基に考えることができる。 

６４÷２や９６÷３などの計算の仕方につい

て、適切な説明を選択したり、自分で記述し

たりすることができる。 

概ね満足できる 
６４÷２などの計算の仕方について、適切な

説明を選択することができる。 

努力を要する状況

の児童への手立て

の例 

黒板に計算の仕方や、考え方のヒントとなるものを残し、「位ごとに分けて計 

算」すれば答えを求められることが確認できるようにする。 

 

(3) 本時の学習過程  

 

学習活動 予想される児童の反応 

・留意事項 

〇「数学的な見方・考え方」を 

働かせるための手だて 

評価【観点】（評価方法） 

導

入 

１ 本時の問題を知る。 

・６９まいの色紙を、３人で同

じ数ずつ分けます。１人分は

何まいになりますか。 

 

２ 見通しをもつ。 

・「前回の学習と違うところあ

る？」 

「同じところはあるかな？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「今日のわり算は、先生はで

きないと思う。だって３の段

の九九は、３×９＝２７まで

しか習ってないよ。」 

 

３ めあてを立てる。 

・「今日のめあてどうする？」 

 

 

 

 

 

 

・前回とは色紙の枚数だけ変

わりそう。 

 

 

 

・前回は、６０枚ぴったりだ

った。 

・１の位が、０だったのに９

になっている。 

・３人で同じ数ずつ分けるの

は前回と同じ。 

・今日もわり算を使いそう

だ。 

・わり算はかけ算を使えば求

められるよ。 

 

・いや、できるよ！！ 

・先生、昨日もできたよ！ 

・かけ算のときも、（位を）

分けたらできたよ！ 

 

 

・自分で問題を読む習慣をつけ

るため、数値に着目させるよ

うな提示の仕方はしない。 

 

 

・ペアトークの場を子供の様子

を見て随時設定し、自分の気

付きに自信を持ったり、友達

の考えをヒントにして気付け

たりできるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・ノートに分かるように説明し

てくれる？」と問いかけるこ

とで、分からない人にも伝わ

るように書く意識をもたせ

る。 

 

学習 

過程 

（例）・わられる数がぴったり何十ではないわり算（６９÷３）の仕方を考えよう。 

・１の位が０ではないわり算（６９÷３）の、答えの求め方を考えよう。  等 

◎ノートや教科書を見ながら、前

時の学習と本時の学習を比較して

いる児童の姿を価値付ける。 



4 

 

展

開 

４ 自力解決をする。 

・ノートに図や式、言葉を書い 

て求める。 

・オクリンクプラスのカードを 

活用する。 

・友達と話し合いながら解決 

する。 

・実物を操作しながら理解す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 集団解決をする。 

「答えどうなった？」 

 

 

 

  「どうやって求めたの？」 

  ・図をかきました 

  ・式をかきました 

  ・言葉で説明しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「６９を６と９に分けたら１

５になっちゃうよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「出てきた考え方の中で、

『同じ・にている・違う』 

ところは、あるかな？」 

 

・まずは、問題を図にして表

してみよう。 

・ノートに書くよりオクリン

クプラスのカードを使う方

がいい。 

・よく分からないから友達に

とりあえず聞きに行こう。 

・実際に６９枚の色紙を３人

で分けてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

・６９÷３＝２３。1 人分は

２３枚になる。 

 

 

・６９を、１０の束を６こと

バラ９に分けて、それぞれ

３人に分けた。 

・６９を、十の位と一の位に

分けて計算する。６０÷３

＝２０、９÷３＝３。 

・６０÷３は昨日学習した

よ。６０は１０のまとまり

が６個分ということだった

よ。だから６÷３が使える

よ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どれも「位ごと」に計算し

ているところは同じ！ 

・どれも「分けている」！ 

・「１０のまとまり」「１０

の束」で考えている！ 

・表し方は違うけど、考え方

は似ている！ 

 

・自分に合った方法を選べずに

学習が進んでいない児童に対

しては、「どうする？」と問

いかけ、まずは学習方法を選

ばせる。選べた時には肯定的

な声掛けをする。 

※教師の一方的な指導にならな

いよう留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式の答えが出せても、問題の

答えを出していない児童がい

るので、問題の答えについて

も問いかける。 

・「位ごと」「分ける」「１０

のまとまり」「１０の束」な

どまとめにつながるキーワー

ドを板書に残す。 

・図（折り紙）の分け方に着目

させ、「〇〇さんは、まず何

から分けてた？」と問うこと

で、「１０の束」と「バラ」

の違いや、「位ごと」に分け

ていることに気付かせるよう

にする。 

・６９をサクランボのように分

けている児童には、「どうし

て６０と９（６と９）に分け

たの？」と問うことで、「位

ごと」に分けていることに気

付かせるようにする。 

・「位ごと」や「１０のまとま

り」につながる考え方に気付

かせたい時は、個と教師だけ

のやりとりにならないよう、

随時ペアトークを入れ、全体

で共有するよう留意する。 

・ペアトークやフリートークを

して共有する場を設ける。 

 

〇位ごとに分けて計算すればよ

いことに気付かせるため、共

通点を考えさせる場を設定す

る。 

 

◎式や答えだけでなく、自分の考えや理由を、他の人に分かりやすく

伝わるように書いている児童に、肯定的な評価をする。（特に本時

のまとめにつながる「位ごと」「分ける」「１０のまとまり」「１

０の束」などの言葉） 

 

◎６９を６０と９ではなく、

６と９に分けていた児童が

いた際は、「１０をもとに

すると、６０を６と考えて

もいい」という発言を引き

出し、肯定的な評価をす

る。 
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終

末 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

７ チェック問題を解く。 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の言葉でまとめをつく

る。 

 

 

 

 

（適用問題プリント） 

①６４÷２ 

「６４÷２＝（   ）。 

 わけ 選択する 

②９６÷３＝（   ） 

わけ 記述する 

 

・間違えていても、すぐに正答

を教えるのではなく、一人で

考えさせる時間をとる。 

・オクリンクプラスにふりかえ

りカードを送る。 

【思考力、判断力、表現力】 

６４÷２や９６÷３などの計算 

の仕方を考えている。 

（プリント・カード） 

 

(4) 準備物 

問題プリント、適用問題プリント、タブレット（オクリンクプラスにカード）、板書用の色紙、

児童用の色紙 

 

 (5) 板書計画 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

６９÷３は、６９を６０（６０は１０のまとまりを６こ）と９に分けて、６０÷３と 

９÷３のように、位ごとに分けて計算すれば、答えを求められる。 

 
問題 めあて まとめ 

児童の考え① 

 

 

 

児童の考え② 

 

 

 

児童の考え③ 

 

 

 キーワード残す 

「位ごと」「分ける」 

「１１０のまとまり」等 

 

式 

 

答え 
キーワード残す 

「位ごと」「分ける」 

「１１０のまとまり」等 

 

キーワードを残す 

「位ごと」「分ける」 

「１０のまとまり」等 

 

◎本時のまとめにつながる

「位ごと」「分ける」「１

０のまとまり」「１０の

束」などの言葉を使って説

明している児童に肯定的な

評価をする。 

◎机間指導を行い、一人一人に

その場で評価を行う。 


